
行政政策学類のディプロマポリシー 

 

（１）行政政策学類の教育目標 

本学類は、法・政治・行政・社会・文化等、学際的な観点から、地域社会が直面している
諸課題を学ぶとともに、実践的な学びを得て、よりよい地域社会を作り出すために必要な
「専門知」、「実践知」を身につけ、さらに新たな「創造知」を持って、「知」の社会還元を
もたらす主体的な人材を養成する。 
 

（２）行政政策学類のディプロマポリシー 

本学類は、地域主体の時代にふさわしい新しい地域社会づくり、及び地域社会の活性化に
貢献する人材を養成するために、「研究分野の知識」「問題探求・調査・解読能力」「課題解
決の実践力・提案力」「創造するための学際的な応用力」「表現力・コミュニケーション能力」
の 5つの能力の修得を、ディプロマポリシーとします。夜間主も同じ学類の学生として同様
の能力を身につけ、職業の知識あるいは社会生活をもとにしたスキルを伸ばします。 
Ⅰ．研究分野の知識 
法・政治・行政・社会・文化等の研究分野に関する基礎的かつ専門的知識を修得してい
る。 
Ⅱ．問題探求・調査・解読能力 
国・地域・社会が直面している諸課題を自ら発見し、調査・分析する能力を修得してい
る。 
Ⅲ．課題解決の実践力・提案力 
発見し、調査・分析した諸課題を考察し、地域の諸主体とともに、解決のための調整力
を持って、実践的な解決を実行できる能力を身につけている。 
Ⅳ．創造するための学際的な応用力 
他者との連携のもと、社会の構成員（個・集団を問わず）の価値を尊重しつつ、相互に
暮らしやすい地域社会を作り出し、社会に貢献するため、学際的な構成力を持って、創
造的な提案ができる能力を身につけている。 
Ⅴ．表現力・コミュニケーション能力 
修得した知識、考察した結果、実践した成果や、価を第三者に効果的に伝える力を培い、
多様な主体との議論に参加できる能力を身につけている。 

【コースごとのディプロマポリシー】 
［地域政策と法コース］ 
Ⅰ．法学・政治学・行政学関連の科目を履修し、「法政策」「地域行政」にかかわる知識を
多角的、総合的に身につけている。 
Ⅱ．国及び地域の課題を自ら発見し、必要な法令・判例や文献をひも解き、地域の調査を
行ったりすることによって実情を十分に把握し、読み方・調べ方・まとめ方・報告の



仕方などの基本的技術を活用することができる。 
Ⅲ．現代社会の諸課題、地域社会の問題について法学、政治学、行政学などの観点から多
角的にアプローチし、かつこれらの総合的な思考・実践を地域の諸主体とともに見
出しながら社会貢献できる。 
Ⅳ．地域社会と文化形成にかかわる関連の科目を学際的に履修して、視野を広げて深い
洞察力を身につけた上で、適切な権利意識をもって政策提言ができる。 
Ⅴ．修得した知識の活用能力、批判的・論理的思考力、課題探求力、問題解決力、表現能
力、を駆使し、その成果を的確に伝達することができる能力を備え、他者と協力し
て活動できるコミュニケーション能力を修得している。 

［地域社会と文化コース］ 
Ⅰ．地域社会と文化形成にかかわる科目を総合的に履修し、知識を多角的に身につけて
いる。 
Ⅱ．地域社会や文化にかかわる諸課題を自ら発見し、地域の固有性と多様性を現地調査
によって十分に把握したり、文献や資料その他の情報源を見つけ出したりしながら、
自ら立てた問題に照らし解読することができる。 
Ⅲ．現代社会の諸課題、地域社会の問題や、歴史理解、多文化共生、国際交流、福祉、環
境等にかかわる問題の解明・解決の方向性を地域の諸主体とともに見出しながら社
会貢献できる。 
Ⅳ．法学・政治学・行政学など関連の科目を学際的に履修して、様々な分野の関連性を思
考しながら、積極的に新しい地域づくりを提案することができる。 
Ⅴ．修得した知識の活用能力、批判的・論理的思考力、課題探求力、問題解決力、表現能
力、を駆使し、その成果を的確に伝達することができる能力を備え、他者と協力し
て活動できるコミュニケーション能力を修得している。 

 


